百舌鳥・古市古墳群世界文化遺産登録推進国際シンポジウム

主催者代表　(会長：大阪府知事)挨拶

○　皆様、おはようございます。
　百舌鳥・古市古墳群 世界文化遺産登録推進 国際シンポジウムの
開催にあたり、主催者を代表し、一言ご挨拶申し上げます。
　
○　本日はお忙しい中、多くの皆様にご参加いただき、誠にありがとうございます。
また、シンポジウムの開催にあたり、ご協力いただきました文化庁並びに、出席を快諾いただきました講演者及びパネリストの方々に厚くお礼申し上げます。
· 　さて、大阪には、世界に誇る歴史遺産「百舌鳥・古市古墳群」があります。
　この資産を「国内外のもっと多くの人々に知っていただきたい。」「人類の宝として未来に引き継いでいきたい。」という思いから、大阪府と地元堺市、羽曳野市、藤井寺市が一体となって、世界文化遺産登録に向けて取り組んでいるところです。
· 　百舌鳥・古市古墳群は、一昨年の11月、世界遺産の候補にふさわしいものとしてユネスコの世界遺産暫定一覧表に記載され、本格登録への大きな一歩を踏み出しました。しかし、これから本登録までの道のりは決して平坦ではありません。
この資産が、人類の守るべき資産としての価値を持つことを、世界の中で認められなくてはなりません。
· 　そこで、本日のシンポジウムでは、世界の墳墓に精通しておられる方々を各国からお招きし、世界にある類似資産との比較を通じて、百舌鳥・古市古墳群の“顕著で普遍的な価値”を導き出すことをテーマに、国際的な視野からご講演、ご議論いただきます。
· 　本シンポジウムを通じて、一人でも多くの方に、百舌鳥・古市古墳群の素晴らしさを知っていただき、人類の宝・世界遺産として守っていくという気持ちを高めていただければ幸いです。
○　近畿で唯一世界遺産のない大阪に、早期に世界遺産を実現させたい。そして、皆様とともに、世界遺産となった百舌鳥・古市古墳群を活かした魅力あふれるまちづくりを進め、国内外から多くの方が訪れる活気ある大阪を実現していきたいと考えています。
　皆様には引き続き、府政の推進にご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
· 　最後に、本日ご参集いただきました皆様の今後ますますのご健勝、ご活躍を祈念し、ご挨拶といたします。
